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個
人
・
団
体
の
部

青
年
の
部

いわき市農業委員会だより 第174号（2）2017年（平成29年）4月1日

受賞受賞

受賞受賞

　き
ゅ
う
り
の
促
成
・
抑
制
ハ
ウ

ス
栽
培
や
花
き
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を

率
先
し
て
導
入
し
、
生
産
技
術
の

向
上
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い

農
産
物
を
直
接
消
費
者
に
説
明
し
、

良
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

農
産
物
直
売
所
﹁
彩
花
園
﹂
を
開

店
す
る
な
ど
、
経
営
の
改
善
や
、

加
工
品
の
開
発
・
製
造
・
販
売
を

積
極
的
に
行
い
、
所
得
向
上
、
い

わ
き
野
菜
の
高
付
加
価
値
化
に
寄

与
し
て
い
る
。

　林
業
と
農
業
︵
水
稲
・
こ
ん
に

ゃ
く
栽
培
︶
を
組
み
合
わ
せ
た
複

合
経
営
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、﹁
田
人
林
業
研
究
会
﹂

﹁
田
人
材
生
産
組
合
﹂
を
通
じ
て

良
質
な
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
﹁
田
人

材
﹂
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
地

域
の
林
業
振
興
に
貢
献
し
て
お
り
、

林
業
後
継
者
の
模
範
と
し
て
、
地

域
で
の
信
頼
も
厚
く
、
今
後
も
指

導
的
林
業
家
と
し
て
成
長
が
期
待

さ
れ
る
。

受
賞
理
由

受
賞
理
由

受
賞
理
由

受
賞
理
由

平成28年度いわき市農林業賞受賞者決定平成28年度いわき市農林業賞受賞者決定平成28年度いわき市農林業賞受賞者決定
　去る２月９日（木）に、いわき市の農林業の発展等に顕著な実績をあげられた農林

業者等を表彰する「いわき市農林業賞」の平成28年度表彰式がクレールコート

（内郷綴町）で開催されました。また、表彰式終了後には「いわき市伝統野菜フォ

ーラム2017」も同館にて開催されました。

遠
藤
　
美
喜
子
さ
ん
︵
61
歳
︶

渡
辺
町
泉
田

え
ん
ど
う

　
　
　み

　き

　
　こ

緑
川
　
平
隆
さ
ん
︵
44
歳
︶

田
人
町
黒
田

み
ど
り
か
わ

　
　
ひ
ら

　た
か

いわき市

伝統野菜フォーラム2017伝統野菜フォーラム2017伝統野菜フォーラム2017

　いわきの伝統野菜の紹介
を始め、いわき市内の農業
関係者により、地域農業の
活性化や６次産業化への取
組み、学校給食への地場産
物の活用といったそれぞれ
のテーマの事例発表や、金
沢市職員や加賀野菜生産者
による講演が行われました。
　その後に、食の交流会と
いうことで、いわき市の伝
統野菜と金沢産の加賀野菜
を使用した料理の試食会も
行われました。



がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

ピンクネコヤナギ
（四倉町狐塚）

福寿草
（三和町下三坂）

いわき市農業委員会だより（3）第174号 2017年（平成29年）4月1日

永山 千代子さん（70歳）

　今
回
は
、
﹁
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
ぷ
ろ
ば
ん
す
亭
﹂
︵
三
和
町

上
三
坂
︶
を
経
営
す
る
、
地
元
か
ぁ
ち
ゃ
ん
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
代
表
の
永
山
千
代
子
さ

ん
、
田
子
美
智
子
さ
ん
、
吾
妻
節
子
さ
ん
、
吾
妻
美
和
子
さ
ん

の
４
名
で
す
。

　オ
ー
プ
ン
の
き
っ
か
け
を
永
山
代
表
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

﹁
約
10
年
前
に
公
民
館
活
動
で
行
っ
た
﹃
昔
の
田
舎
料
理
講

座
﹄
の
な
か
で
﹃
三
和
の
料
理
﹄
と
い
う
単
行
本
を
発
刊
し
た

と
こ
ろ
、
大
好
評
で
あ
っ
た
の

を
機
に
実
践
に
踏
み
切
っ
た
﹂

と
の
こ
と
で
す
。
お
店
は
、
国

道
49
号
線
と
交
わ
る
国
道
３
４

９
号
を
南
に
約
１
Km
入
っ
た

道
路
沿
い
に
あ
り
、
周
囲
は

緑
に
囲
ま
れ
た
一
軒
家
の
落

ち
着
い
た
佇
ま
い
で
す
。
平

成
19
年
９
月
に
開
店
し
、
今

年
で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　営
業
は
４
月
下
旬
か
ら
11

月
末
ま
で
の
、
毎
週
土
･

日

･
月
曜
日
の
３
日
間
、
午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
の
食
材
は
、
田
子
さ
ん
、
吾
妻
︵
節
︶
さ

ん
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
新
鮮
な
野
菜
を
使
っ
て
﹁
昔
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
﹃
我
家
の
味
･

上
三
坂
の
味
﹄
を
心
を
込

め
て
提
供
し
て
お
り
ま
す
﹂
と
の
こ
と
で
す
。
田
舎
料
理
の
レ

シ
ピ
は
、
季
節
に
合
わ
せ
た
昔
野
菜
を
使
っ
た
煮
物
・
漬
物
や

じ
ゅ
う
ね
ん
だ
れ
を
使
っ
た
お
浸
し
・
味
噌
焼
き
お
に
ぎ
り
等

の
定
食
か
ら
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
食
べ
放
題
等
が
あ
り
ま
す
。

　一
度
の
食
事
で
一
週
間
分
の
野
菜
摂
取
量
が
賄
え
る
と
の
評

判
も
。
月
毎
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ネ
ッ
ト
配
信
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

来
て
の
お
楽
し
み
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
営
業
日
に
は
30
名

ほ
ど
の
来
店
者
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
遠
く
は
千
葉

県
松
戸
市
か
ら
毎
月
お
見
え
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　活
動
理
念
と
し
て
、
﹁
地
産
地
消
を
基
本
に
楽
し
く
働
き
、

来
客
者
と
の
交
流
を
深
め
て
視

野
を
広
め
、
こ
こ
な
ら
で
は
の

食
文
化
継
承
を
図
り
つ
つ
、
町

お
こ
し
・
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
で
き
れ
ば
﹂
と
、
永
山
代
表

は
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
市
の
市

民
活
動
報
告
発
表
の
場
で
、
永

山
代
表
が
﹁
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

ぷ
ろ
ば
ん
す
亭
の
歩
み
﹂
を
講

演
さ
れ
、
地
域
振
興
の
発
信
と

復
興
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　店
名
の
由
来
は
、
永
山
代
表
が

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の

﹃
い
な
か
町
﹄
と
い
わ
れ
る
自
然

食
豊
か
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
プ

ロ
バ
ン
ス
地
方
の
印
象
か
ら
と
か
。

　笑
顔
で
明
る
く
出
迎
え
て
く
れ

る
、
が
ん
ば
る
か
ぁ
ち
ゃ
ん
達
の

お
店
に
是
非
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

なが やま　　 ち　　よ　　こ

田子 美智子さん（73歳）
た　 ご　　　　み　 ち　　こ

吾妻　 節子さん（74歳）
あ　 づま　　　　 せつ　 こ

吾妻 美和子さん（62歳）
あ　 づま　　　み　 わ　 こ

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

﹁
季
節
が
め
ぐ
り
、
早
春
の
朝
は

清
々
し
く
、
ブ
ナ
や
コ
ナ
ラ
の
黄

緑
色
の
葉
が
朝
焼
け
に
燃
え
、
春

が
微
か
な
音
を
た
て
、
生
命
を
育

み
、
緑
の
大
地
に
生
き
る
多
様
な

命
が
蘇
る
﹂
そ
の
よ
う
な
春
の
三

コ
マ
で
す
。

　今
回
は
、
﹁
春
来
た
る
﹂
の
様

子
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
ま
し
た
。

　背
景
と
な
る
写
真
は
、
白
鳥
山

温
泉
﹁
喜
楽
苑
﹂︵
常
磐
白
鳥
町
︶

の
一
足
早
い
満
開
の
梅
花
の
様
子

で
す
。
馥
郁
︵
ふ
く
い
く
︶
と
し

た
香
り
に
誘
わ
れ
て
メ
ジ
ロ
な
ど

の
鳥
が
や
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

写真右から

　︵
執
筆
・
撮
影

　佐
藤
哲
男

　委
員
長
︶

︵
執
筆
・
撮
影

　愛
川
卓
司
委
員
︶

い
よ
い
よ
﹁
春
来
た
る
﹂



移
譲
前

移
譲
後

申請者 農業委員会 福島県

申請者 農業委員会 いわき市

事務・権限の一部を移譲

申請から許可までの期間が短縮

申請書提出

指令書交付

申請書提出

指令書交付
事務委任

指令書送付

申請書提出・
意見書送付

いわき市農業委員会だより 第174号（4）2017年（平成29年）4月1日

農地転用許可に関する農地法の事務・権限の一部が
福島県からいわき市（農業委員会）に移譲されます。
農地転用許可に関する農地法の事務・権限の一部が
福島県からいわき市（農業委員会）に移譲されます。

　平成29年4月1日から、「転用面積が30ａ(3,000㎡)以下」の許可申請に限り
いわき市（農業委員会）の許可になります。

　いわき市内の市街化調整区域内及び都市計画区域外の農地転用は、農業委員会が許可申請を
受付・審査の後、福島県が許可を行っていましたが、今後は30ａ(3,000㎡)以下に限り、県に替わっ
ていわき市（農業委員会）が許可を行います。
　なお、転用面積が30ａ(3,000㎡)を超える申請については、これまでどおり県知事許可になり
ます。
≪農地転用とは≫
　農地を農地以外の用途に利用する場合には、事前に農地法の許可を得ることが義務付けされて
います。（農地法第４条・第５条）※
　申請された案件は、地域農業の代表者である農業委員が現地調査を行い、毎月開催される農地
部会において、立地条件や事業計画を勘案して審査されます。
※市街化区域内の農地については、農業委員会へ届出を行うことで許可は不要となります。

●転用面積が30ａ(3,000㎡)以下の案件について

詳しくは、農業委員または農業委員会事務局へご相談ください。

いわき市農業委員会事務局　農地調整係
いわき市平字堂根町4－8　市役所東分庁舎５階　☎0246（22）7578



いわき市農業委員会だより（5）第174号 2017年（平成29年）4月1日

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.33

■
売
り
た
い

　農業委員会では、耕作を目的とする農地情
報の収集・提供を行っています。売買・貸借
等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

※今回掲載した農地以外にも売買・貸借
等の意向がある方は是非ご相談くださ
い。

　ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方は
農業委員会事務局までお問い合わせください。

No.
1

2

3

4

5

6

7

8

田

畑

田

田

田

畑

畑

田

49.64

3.00

38.71

18.31

98.05

8.55

7.11

24.70

平上高久字神下　　　（3筆）

平上高久字神下　　　（1筆）

平下高久字大和久　　（1筆）

平下高久字荒久　　　（1筆）

小名浜南富岡字真石　（9筆）

小川町上小川字後原　（1筆）

小川町上小川字赤沼　（3筆）

小川町上小川字石橋　（1筆）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）
■
貸
し
た
い

No.
1

2

3

4

5

6

7

田

田

畑

田

田

畑

畑

19.82

10.21

5.08

24.76

37.86

1.99

13.61

平塩字雷町　　　　　（2筆）

平上神谷字黒磯　　　（1筆）

四倉町字太夫坂　　　（1筆）

遠野町滝字銅谷　　　（2筆）

遠野町滝字上砂　　　（2筆）

久之浜町久之浜字大場（1筆）

大久町大久字北田　　（2筆）

平成29年農作業労働賃金標準額が決定しました
【請負労働作業】 【雇用労働作業】（整理田10aあたり・単位　円） （1人1日あたり・単位　円）

【備考】
　この標準額表は、本市の農林業における一般的な
作業について、その標準的な金額を定めたものです。
　受委託にあたり、当事者間で委託料を協議するた
めの目安としてご利用ください。
　特に、次のような場合には、当事者間で十分協議
のうえ調整してください。

　雇用労働作業時間は、１人１日8時間（実働）を基
準としています。
1、１時間あたりの福島県最低賃金（平成28年10
　月1日改定）は、726円です。
2、賄い費（食事代）は、含みません。

作 業 名 標準額 摘 要

草刈りなど

下刈りなど

下刈りなど

手 作 業 7,000

機械作業
（機械持参）

機械作業
（機械持参）

畑 作 業

10,000

整枝剪定 10,000

果樹一般作業 7,000

手 作 業 9,000

12,000

6,500

水
田
作
業

果
樹
園
作
業

山
林
作
業

作 業 名 標準額 摘 要

育 苗

耕 起
ロータリー耕

プラウ耕

１メートルあたり

670

畔 ぬ り 50

１回あたり
ブロードキャス
ターによる施肥 500

代 か き 6,700

田 植 6,500

薬剤費別防 除 900

ひも込みバインダー 7,500

ハーベスター脱 穀 7,500

ワラ結束の場合2,000円増しコンバイン 28,000

17,000

8,000

3,000

も み 摺 300

色彩選別機 300

ロータリー耕耕 起

刈り取り

乾 燥

運 搬

5,600

薬剤散布

畑作業

果樹園
作 業 2,500

5,800

7,000

一箱あたり
個人育苗硬化まで

側条施肥の場合、500円増し。
薬剤等の場合、500円増し。

倒伏の場合は、

話し合いによる

30キログラムあたり
運搬を除く

く ず 米 100
30キログラムあたり
計量と持ち帰りが条件。
放棄する場合は該当しない。

30キログラムあたり
専用持ち込みの場合。
もみ摺同時の場合、100円増し。

スピードスプレーヤ
薬剤費別

水

田

作

業

コ
ン
バ
イ
ン
の
内
訳

※課税売上高が1,000万円を超える場合には、請負額には別途消費税が加算されます。

1.　労働能力（性別・年齢・経験など）、山間部と平
　坦部、乾田・湿田など農作業に地域差等がある
　場合

2.　整理田を基準としていますので、未整理田、土
　壌条件、農道の状況などの差異がある場合　

3.　この表に記載のない作業を受委託する場合

0246（22）7578
農業委員会事務局 農地調整係

お問い合わせ
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渡 邊 雄 八
瀬 谷 　 弘
愛 川 卓 司

委 員 長 佐 藤 哲 男

副委員長 小 泉 昌 男

　春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。

　転
勤
や
異
動
、
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
人
、

各
機
関
へ
行
き
ま
す
と
、
新
任
の
方
が
頑
張
っ
て
い
る

姿
が
目
に
入
り
ま
す
。
前
任
者
に
感
謝
し
、
後
任
者
は

一
日
も
早
く
そ
の
現
場
の
知
識
を
得
て
来
訪
者
に
接
し

て
い
た
だ
き
、
作
業
が
順
調
に
進
む
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　先
月
５
日
は
、
啓
蟄
で
し
た
。
少
し
ず
つ
暖
か
く
な

り
、
４
月
に
な
っ
て
か
ら
は
日
一
日
と
緑
が
増
し
、
本

格
的
な
農
作
業
の
季
節
に
な
っ
て
き
ま
す
。
毎
年
、
農

作
業
中
に
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
新
人
の
方
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
で
も
油
断
は
禁
物
で

す
。
し
っ
か
り
と
危
険
を
予
知
し
、
作
業
に
余
裕
を

も
っ
て
進
め
る
こ
と
を
心
掛
け
、
体
調
不
良
の
時
に
は

機
械
を
運
転
し
な
い
こ
と
、
疲
労
を
感
じ
た
ら
休
憩
を

と
る
こ
と
、
悪
天
候
の
時
は
作
業
を
控
え
る
こ
と
、
作

業
に
適
し
た
服
装
、
周
辺
の
環
境
を
十
分
に
考
慮
し
、

使
用
す
る
機
械
を
熟
知
・
理
解
し
て
作
業
前
に
は
必
ず

点
検
を
行
う
こ
と
等
、
基
本
に
忠
実
な
作
業
を
行
い
、

安
全
第
一
で
事
故
防
止
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
実
り
の
秋
を
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

編 集 委 員

　４月。稲作農家にとっては、

本格的な作業が続く季節となり

ました。播種・育苗はもちろん、

耕起・畔塗り、代掻きと延々続

く作業の連続であり、天候も気

になるところです。

　桜の便りも聞かれる今、市内

には、桜の名所地が数多くあり

ます。勿来の関公園、三崎公園、

松ヶ岡公園、新川堤防沿いなど。

　一本桜では、大久町の筒木原

不動尊、小川町の諏訪神社、三

和町の種蒔桜、遠野町の右近桜、

田人町の石割桜、山田町の紫金

桜など。

　開花時期は、４月上旬から５

月上旬までと１ヶ月以上にもな

ります。南から桜前線が北上す

るが如く、東北一円の桜を見る

思い。

　忙しい農作業の合間に、時と

場所を移し、いわきの長い桜の

開花状況を見ながら、家族そろ

って観桜を楽しんでみてはいか

がでしょうか？

　　 （執筆　渡邊　雄八委員）

︵
執
筆

　瀬
谷

　弘
委
員
︶

い

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
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トピックストピックス
《中部地

区》

〔渡辺地
区〕

　今
回
ご
紹
介
す
る

の
は
、
昨
年
度
い
わ

き
市
渡
辺
町
の
い
わ

き
市
立
渡
辺
保
育
所

で
行
わ
れ
た
﹁
農
業

ふ
れ
あ
い
講
座
﹂
で

す
。　

﹁
農
業
ふ
れ
あ
い
講
座
﹂
は
、
い
わ

き
市
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

が
、
毎
年
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育

園
等
と
の
協
力
で
行
っ
て
い
る
食
育

活
動
で
す
。

　今
回
会
場
と
な
っ
た
渡
辺
保
育
所

で
も
、
１
年
間
、
旬
の
野
菜
や
季
節

の
行
事
、
農
作
業
を
通
し
て
、
子
供

達
と
様
々
な
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

　た
く
さ
ん
の
子
供
達
に
、﹁
食
﹂
や

﹁
農
﹂
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
え

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

農家のための情報誌
全国農業新聞の購読をあなたも

﹁
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　講
座
﹂

﹁
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　講
座
﹂

﹁
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　講
座
﹂

︵
執
筆
・
撮
影

　小
泉

　昌
男
副
委
員
長
︶

　毎週金曜日
（月4回）

月700円

　お近くの農業委員
または農業委員会事務局

（22）7534
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野菜をテーマにした紙芝居の披露 保育所の畑で野菜の定植

お正月行事の餅つきの様子 保育所の畑で採れた野菜を調理

紙芝居 定植会
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